
（1）（1） （毎月 1 日発行）（毎月 1 日発行）第754号 　2026年３月１日（日）第754号 　2026年３月１日（日）

☆組織の概況（10月31日現在） 組合員総数　5万0044人（10月の新加入者134人） 出資金総額　14億7754万9300円（1人平均　2万9525円）
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☆組織の概況（12月31日現在） 組合員総数　5万0125人（12月の新加入者122人） 出資金総額　14億8910万3000円（1人平均　2万9708円）

　
２
月
１
日
、
日
本
プ
ロ
野

球
チ
ー
ム
の
春
期
キ
ャ
ン
プ

が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
12
月

末
か
ら
選
手
そ
れ
ぞ
れ
自
主

ト
レ
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ
後

半
と
並
行
し
な
が
ら
オ
ー
プ

ン
戦
が
行
わ
れ
る
。
私
は
こ

の
自
主
ト
レ
か
ら
キ
ャ
ン

プ
、
オ
ー
プ
ン
戦
の
映
像
を

観
る
こ
と
が
な
ぜ
か
好
き
。

公
式
戦
を
観
る
よ
り
好
き
か

も
。
野
球
未
経
験
者
な
の
に

キ
ャ
ン
プ
で
一
緒
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
た
い
と
思
っ
た
り

す
る
。
野
球
に
は
縁
が
な

か
っ
た
の
に
な
ぜ
そ
う
思
う

の
か
、
だ
か
ら
そ
う
思
う
の

か
。
試
合
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
結
果
が
ど
の
よ
う
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
生
ま
れ
て

い
る
の
か
興
味
が
あ
る
の
か

も
。
▼
自
主
ト
レ
を
球
団
や

年
齢
の
垣
根
を
超
え
て
集
団

で
行
う
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
良
い
技
術
や
意
識
な
ど

を
吸
収
す
る
に
は
良
い
こ
と

だ
と
思
う
。「
あ
の
選
手
ら

が
一
緒
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

て
い
る
」
と
い
う
と
き
め
き

も
感
じ
る
。
一
方
で
、
公
式

戦
の
試
合
前
は
相
手
選
手
と

の
会
話
を
禁
止
す
る
ら
し

い
。
他
チ
ー
ム
選
手
が
話
し

て
い
る
姿
を
微
笑
ま
し
く
思

う
の
は
、
真
剣
勝
負
を
娯
楽

と
し
て
観
て
い
る
野
球
未
経

験
者
の
エ
ゴ
で
す
ね
。

�（
副
専
務
理
事
・
村
上　
渡
）

　
「
医
療
崩
壊
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

地
域
医
療
を
守
れ
」
を
合
言

葉
に
皆
さ
ん
と
共
に
取
り
組

ん
だ
署
名
活
動
は
、
こ
の
わ

ず
か
４
ヵ
月
の
間
で
津
軽
保

健
生
協
で
は
９
０
０
０
筆
を

超
え
ま
し
た
。
こ
の
熱
い
思

い
は
確
実
に
国
へ
と
届
き
、

そ
の
成
果
と
し
て
２
０
２
６

年
度
の
診
療
報
酬
改
定
は
、

実
に
12
年
ぶ
り
と
な
る
「
プ

ラ
ス
３
・
0
９
％
」
と
い
う

大
幅
な
引
き
上
げ
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
多
く
の
方
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
危
機
」
は
ま
だ

�
去
っ
て
い
な
い

　
し
か
し
、
手
放
し
で
は
喜

べ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
日
々

の
生
活
で
実
感
さ
れ
て
い
る

通
り
、
電
気
代
や
食
料
品
な

ど
の
物
価
高
騰
は
凄
ま
じ
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

病
院
や
介
護
施
設
に
と
っ
て

も
同
じ
で
す
。
今
回
の
プ
ラ

ス
改
定
だ
け
で
は
、

高
騰
す
る
コ
ス
ト

を
賄
い
、
医
療
従

事
者
の
給
与
や
待

遇
を
抜
本
的
に
改

善
す
る
に
は
、
正

直
に
言
っ
て
ま
だ

ま
だ
足
り
な
い
の

が
現
状
で
す
。「
安

心
し
て
か
か
れ
る

病
院
」
を
残
す
た
め
に
は
、

そ
こ
で
働
く
「
人
」
が
守
ら

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
生
活
と
地
域
の
医

療
を
守
る
た
め
、
歩
み
を
止

め
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る

制
度
改
善
を
全
国
の
仲
間
と

共
に
求
め
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

日
本
の
医
師
不
足�

　
　
　
　
の
正
体

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
地
域

医
療
の
存
続
に
欠
か
せ
な
い

の
が
「
医
師
の
力
」
で
す
。

国
は
「
医
師
の
数
は
足
り
て

い
る
。
問
題
な
の
は
都
会
と

地
方
の
偏
り
（
偏
在
）
だ
」

と
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
本
当
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
日
本
の
人
口
あ
た
り

の
医
師
数
は
、
欧
米
な
ど
の

先
進
国
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
）
と
比
べ
て
も
、
圧
倒
的

に
少
な
い
「
最
低
レ
ベ
ル
」

に
あ
り
ま
す
。

　
国
が
長
年
、
医
療
費
を
抑

え
る
た
め
に
医
師
の
養
成
数

を
絞
っ
て
き
た
結
果
が
、
今

の
医
師
た
ち
の
過
重
労
働

や
、
医
療
機
関
の
減
少
を
生

ん
で
い
ま
す
。「
偏
り
」
以

前
に
、そ
も
そ
も
「
絶
対
数
」

が
足
り
て
い
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
の
受
療
権
（
医
療
を

受
け
ら
れ
る
権
利
）
を
守
る

に
は
、
事
実
を
知
り
、
運
動

を
起
こ
す
と
と
も
に
私
た
ち

の
手
で
医
師
を
増
や
し
育
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
医
療
を

�

民
衆
の
手
に
」

�

︱
地
域
医
療
を
守
ろ
う
︱

　
今
こ
そ
、
津
軽
保
健
生
協

の
組
合
員
の
力
を
結
集
し

て
、
地
域
に
必
要
な
医
師
を

確
保
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
。
医
学
部
を
目
指

す
親
族
や
、
医
学
生
の
お
知

り
合
い
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
「
青
森
民
医

連
の
医
師
奨
学
金
制
度
」
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
経
済

的
な
支
え
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
医
療
の
本
当
の
や

り
が
い
を
学
べ
る
場
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の

病
院
・
診
療
所
に
は
、
地
域

医
療
を
志
す
研
修
医
が
来
て

い
ま
す
。
班
会
や
支
部
活
動

に
研
修
医
が
来
た
際
は
、
温

か
く
迎
え
入
れ
て
頂
き
、
激

励
を
お
願
い
し
ま
す
。
研
修

医
を
育
て
る
の
は
、
指
導
医

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患

者
さ
ん
で
あ
り
、
地
域
住
民

で
あ
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
と

の
触
れ
合
い
が
、「
地
域
と

共
に
歩
む
、
い
の
ち
の
平
等

を
実
践
す
る
医
師
」
を
育
て

ま
す
。

　

初
代
組
合
長 

津
川
武
一

先
生
が
掲
げ
た
「
医
療
を
民

衆
の
手
に
」の
言
葉
を
胸
に
、

住
み
慣
れ
た
津
軽
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

医
師
獲
得
と
養
成
、
そ
し
て

よ
り
良
い
地
域
医
療
の
実
現

に
向
け
て
、
組
合
員
と
職

員
・
患
者
さ
ん
が
こ
れ
か
ら

も
手
を
取
り
合
っ
て
進
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
専
務
理
事
・
泉
谷
雅
人
）

８
面
に
医
師
奨
学
金
制

度
を
特
集
し
て
い
ま
す

診療報酬改定　診療報酬改定　１２１２年ぶり年ぶり プラスプラス３３..０９０９％％

署名到達9,000筆・組合員の力で地域医療を守ろう

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会
　
特
集
　
４
～
５
面

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会
　
特
集
　
４
～
５
面

組
合
員
宅
を
訪
問
し

組
合
員
宅
を
訪
問
し

署
名
の
お
願
い

署
名
の
お
願
い

組合員訪問の打ち合わせ（五所川原診療所）組合員訪問の打ち合わせ（五所川原診療所）



（2）（2）健　　　康健　　　康 2026年３月１日（日）　第754号2026年３月１日（日）　第754号

Ｑ１ 　「赤字経営」改善に2025年は前進の
取り組みが行われたということですが、どんな
取り組みで、どんな成果が得られましたか。
Ａ１ 　
【事業収益の確保】物価高騰が苦しいところで
すが、職員が知恵を出し合い、病床利用率の向
上や在宅医療・訪問看護の強化などに取り組み
ました。断らない医療を実践することで、多く
の患者さん・利用者さんに選ばれる結果とな
り、事業収益の回復を果たしました。前年比で
２億円の増収見込みです。

【業務効率化と経費見直し】業務効率の向上の
ためプロジェクトを組織して職員一体となっ
て、無駄を省く業務改善を積み重ねました。ま
た、医療の質を落とすことなく、材料費や委託
費などのコスト削減に取り組んだことで、大幅
な費用削減を達成しました。前年比で3.5億円
の削減見込みです。

【組合員の皆様の力】何より大きかったのは組
合員の皆さんのご協力です。「自分たちの病
院・診療所を守ろう」と、健康診断の受診や、
知人への利用呼びかけ、そして増資運動に多大
なご協力をいただきました。 これらの「職員
と組合員の協同」の結果、2025年度は経常利
益黒字化の見込みであり、前年比で５億円の改
善の見通しとなりました。

Ｑ２ 　組合員のみなさんも、仲間ふやしや出
資・増資に取り組んできました。そもそも出資
金はどんな役割を果たしているのでしょうか。
Ａ２ 　出資金には主に２つの大切な役割があ
ります。 第一に、「事業の元手（資本）」とし
ての役割です。私たちの病院や診療所の建物、
ＭＲＩやＣＴなどの医療機器は、皆様からお預
かりした出資金によって賄われています。ま
た、足りない分を借入金で補うわけですが、資
本が大きいことで金融機関の信用が高まりま
す。出資金（資本）が増えることで融資を受け
やすくなり、新しい医療活動を展開できるよう
になるのです。第二に「運営に参加する権利
（主権）」の証です。医療生協は営利企業とは
異なり、株式配当を行いません。その代わり、

出資額の大小に関わらず「一人一票」の権利を
持ち、総代会などを通じて経営や方針決定に参
加することができます。出資することは「津軽
保健生協の一員」となり、地域まるごと健康づ
くりを進める活動への参加表明でもあります。
なお、出資金は寄付ではなく、脱退時には定款
の定めに従ってお返しするものです。

Ｑ３ 　社会保障関係の予算が削られてきてい
る中で、医療生協はこれからどんなことに力を
入れていけば良いのでしょうか。
Ａ３ 　社会保障費削減が進む今だからこそ
「予防と健康づくりの強化」です。病気になら
ないための「健康診断」や「フレイル（虚弱）
予防」などの班活動を広げることが重要です。
「働く人々の健康と医療を守る」という私たち
の理念に立ち返り、誰もが安心して医療にかか
れる社会保障制度の充実を求める運動も、組合
員の皆様とご一緒に進めていきたいと思います。

　昨年６月の通常総代会で経営状況が大きな問題になりました。そこでの論議を踏まえて
理事会、職員、組合員が力を合わせて経営改善に取り組んできました。泉谷雅人専務理事
にお話をうかがいました。

鮭のマッシュ焼き
おからサラダ

切り干しナポリタン

れんこんの柚子和え

おからはカルシウム・食物繊維・カリウム等ミネラルたっぷ
り！　おからと言えば「卯の花」のイメージが強いですが、
今回はサラダにしてみました。是非作ってみてください♪

カルシウムや食物繊維が多く含まれる切り干し大根を使ったレシピです。
子どもも手軽に野菜を食べることができ、弁当や作り置きも最適です♪

当院行事食で提供し好評であったメニューを２品ピックアッ
プしてご紹介します。旬の食材から、たんぱく質やビタミン
類が摂れます♪

＜材料２人分＞
鮭の切身… … 80g×2切
酒… ……………… 少々
塩… … 少 （々ひとつまみ）
じゃが芋… …… 中１個

マヨネーズ…… 大さじ２
パプリカ赤…………1/3個
パプリカ黄…………1/2個
ピーマン… ………1/2個

＜材料４人分＞
生おから… ……… 180g
万能ねぎ… … ２本（15g）
ハム… ……… ２枚（20g）
マヨネーズ
… ……… 大さじ２と1/2

＜材料　小皿　約５人分＞
切り干し大根（乾燥）… ………… 30g
ハム（ベーコン、ウインナーも可）
… …………………………………20g
ピーマン（大きめ１個）………… 27g
ケチャップ… …………… 大さじ２
油… ……………………… 小さじ１

＜材料４人分＞
れんこん… …… 120g（約1/2節）
水菜… …………… 30g（約１株）
柚子… …………………… 1/4個
生菊… ……………………… ２つ
塩… ……………少 （々ひとつまみ）
醤油… ………………… 小さじ２
砂糖… ………………… 小さじ１

１人分あたり
エネルギー… ……… 290kcal
たんぱく質… ………… 18.3g
脂質… ………………… 22.1g
塩分相当量… …………  0.8g

１人分あたり
エネルギー… ……… 111kcal
たんぱく質… …………  4.1g
脂質… …………………  8.1g
塩分相当量… …………  0.6g
カルシウム… ………… 50mg
食物繊維… ……………  5.9g

１人分あたり（小皿１皿分）
エネルギー… ………… 36kcal
たんぱく質… …………  1.1g
脂質… …………………  1.9g
塩分相当量… …………  0.3g
カルシウム… ………  23.8mg
食物繊維… ……………  1.5g

１人分あたり
エネルギー… ………… 30kcal
たんぱく質… …………  2.2g
脂質… …………………  0.0g
塩分相当量… …………  0.5g

＜作り方＞
１.	鮭は、酒と塩をふり下味をつけて、焼く。
２.	じゃが芋は、爪楊枝が通るくらいまで茹でて、潰す。
３.	パプリカとピーマンは約３㎜角に切って茹でて
ザルに取り、２と合わせ、マヨネーズで和える。

４.	鮭に、３のマッシュをのせて、好みの焼き目が
つくように焼いて、出来上がり。

＜作り方＞
１.	ひじきは10分程度水で戻し、ざるにあげる。
人参は２cm細切り、ハムは１cmのさいの目
切りに切る。万能ねぎは小口切りにする。

２.	鍋にAを入れ、沸騰したらBを入れて、人参
がやわらかくなるまで（10分程度）弱火で煮
る（汁気が多少残る程度）。

３.	ボールに生おから、２を入れて混ぜ合わせる。
ハム、マヨネーズを加えて味を整えたら、万
能ねぎを入れて混ぜ合わせ出来上がり。

＜作り方＞
１.	切り干し大根は水につけて戻し、さっと水洗いし水気
をしっかりと切っておく。

２.	ハム、ピーマンは千切りにする。
３.	温めたフライパンに油をしき、材料を炒める。
４.水分が染んだらケチャップを加え全体に味がなじんだら完成。

＜作り方＞
１.	れんこんはイチョウ切りのスライスにし、沸騰したお湯に酢を
少量加え、２～３分茹でる。

２.	水菜は３cm程度に切って、さっと茹でる。
３.	生菊は花びらをはずして、沸騰したお湯に酢を少量加え、30
秒位茹でて水にさらしてからよく絞る。

４.	柚子は皮を薄くむき、皮を千切りにし、残りは絞る。
５.	１～４をAで和えて出来上がり。

・生おからは冷凍できます。おからサラダが余った
ら、おからハンバーグへリメイク可能です。

・おからは牛乳にはやや劣りますが、植物性食品と
してはカルシウムをしっかり摂れる食材です。

・食物繊維も豊富で、便通改善や血糖値の上昇を抑
える効果が期待できます。

・鮭は、良質なタンパク質のほか、カルシウムの吸
収を助けるビタミンDを豊富に含んでいます！

・れんこんは、ビタミンCを豊富に
含み、骨を作るときの必要なコラ
ーゲンの合成を助けてくれます！

・水菜は、カルシウム、ビタミンK
が豊富！

・ベーコン、ウインナー、ハムの中
であればロースハムが一番エネル
ギーを抑えることができます！

・普通のナポリタンに比べるとよく
噛むことができるため、満腹感も
アップします！

ひじき… …小さじ１（2g）
人参… …… 1/4本（50g）
水… ……………… 150ml
醤油… …………小さじ１
みりん… ………小さじ１

A

2

B

A

（前回のQRコードのメニューを文字化しました）

骨活・腸活レシピ骨活・腸活レシピ 骨活レシピ骨活レシピ

骨活・腸活！骨活・腸活！
ダイエットレシピダイエットレシピ

※３点盛り合わせメニューの為、盛り※３点盛り合わせメニューの為、盛り
付け写真は小さめになります付け写真は小さめになります
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12
月
度
定
例
理
事
会�

１
月
６
日

【
学
習
企
画
】

⃝

「
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

方
向
性
」

【
報
告
事
項
】

⃝

12
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と
１
月
・
２

月
・
３
月
の
主
な
行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

11
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

11
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

議
会
請
願
・
陳
情
状
況

⃝

２
０
２
５
年
秋
闘
妥
結
書

⃝

２
０
２
６
年
１
月
県
連
医
師
配
置
状
況

⃝

２
０
２
６
年
度
第
１
回
総
代
選
挙
管

理
委
員
会
報
告
書

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

２
０
２
５
年
度
長
期
住
所
不
明
組
合

員
の
み
な
し
自
由
脱
退
処
理
に
関
す

る
件

⃝

人
事
（
健
生
病
院
総
看
護
長
）

⃝

人
事
（
藤
代
健
生
病
院
総
看
護
長
）

⃝

育
児
・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
規
程

改
定
に
つ
い
て

⃝

「
第
１
０
１
回
通
常
総
代
会
」
の
招
集

⃝

第
76
期
役
員
選
任
区
分
と
区
分
ご
と

の
定
数
に
つ
い
て

⃝

電
子
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
件

⃝

福
祉
医
療
機
構　
物
価
高
騰
対
応
資

金
借
入
の
件

⃝

「
役
員
報
酬
審
議
会
」
及
び
「
役
員

推
薦
委
員
会
」
に
係
る
委
員
選
出
に

つ
い
て

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

仲
間
増
や
し
・
出
資
金
増
や
し
大
運

動
と
秋
の
月
間
の
取
り
組
み

みなさんは “SOGIESC”（ソジエみなさんは “SOGIESC”（ソジエ
スク）という言葉を聞いたことはありスク）という言葉を聞いたことはあり
ますか？ “SOGIESC”とは、性的指ますか？ “SOGIESC”とは、性的指
向、性自認、身体的性、性表現の4つ向、性自認、身体的性、性表現の4つ
を表す言葉です。なかなか聞きなれなを表す言葉です。なかなか聞きなれな
い言葉ですが、性の多様性やい言葉ですが、性の多様性や
LGBTQ＋（エルジービーティーキLGBTQ＋（エルジービーティーキ
ュープラス）という言葉は耳にする機ュープラス）という言葉は耳にする機
会が増えていると思います。会が増えていると思います。
LGBTQ＋とは性的マイノリティLGBTQ＋とは性的マイノリティ
を表す総称の1つで、主に性的指向を表す総称の1つで、主に性的指向
（どの性別を好きになるか）と性自認（どの性別を好きになるか）と性自認
（自分の性をどのように認識するか）（自分の性をどのように認識するか）
に分けられます。Lesbian（女性同性に分けられます。Lesbian（女性同性
愛者）、Gay（男性同性愛者）、 Bisexual愛者）、Gay（男性同性愛者）、 Bisexual
（両性愛者）、Transgender（割り当（両性愛者）、Transgender（割り当
てられた性別に違和をもつ者）の頭文てられた性別に違和をもつ者）の頭文
字をとった LGBT と、 Questioning字をとった LGBT と、 Questioning
（特定の性を自分に適用しない）・（特定の性を自分に適用しない）・
Queer（規範的な性のあり方以外をQueer（規範的な性のあり方以外を
包括する）の Q、 包括する）の Q、 さらにここに含まさらにここに含ま
れない性の多様性が非常に多いためプれない性の多様性が非常に多いためプ
ラスを加えて、LGBTQ＋ と表しまラスを加えて、LGBTQ＋ と表しま
す。実際は人口に対しLGBTQ+のす。実際は人口に対しLGBTQ+の
割合は約３～10％これは左利きの割合は約３～10％これは左利きの
人、AB型の人と同程度です。たまに人、AB型の人と同程度です。たまに
“自分の周りにはいない“自分の周りにはいない””と表現されと表現され
る方もいますが、“いない ”のではなる方もいますが、“いない ”のではな
く“見えていない”のかもしれません。く“見えていない”のかもしれません。
社会ではいまだに性に関して固定的社会ではいまだに性に関して固定的
な考えや根強い偏見、差別があり、まな考えや根強い偏見、差別があり、ま
だまだ理解をされているとは言えず、だまだ理解をされているとは言えず、
当事者が声を上げることができない状当事者が声を上げることができない状
況にあります。それは医療機関におい況にあります。それは医療機関におい
ても同様です。この背景から2023年ても同様です。この背景から2023年
に健生エリアではソジエスクプロジェに健生エリアではソジエスクプロジェ
クトを発足し、医療にアクセスしづらクトを発足し、医療にアクセスしづら
いとされるLGBTQを含む性的マイいとされるLGBTQを含む性的マイ
ノリティの患者さんの受療権を守るたノリティの患者さんの受療権を守るた
めに活動をスタートしました。患者さめに活動をスタートしました。患者さ
んだけでなく職員のソジエスクも大切んだけでなく職員のソジエスクも大切
にし、誰もが受診しやすい・働きやすにし、誰もが受診しやすい・働きやす
い病院を目指しています。い病院を目指しています。
活動の一部を紹介します。医療従事活動の一部を紹介します。医療従事
者による無意識の偏見で当事者の方を者による無意識の偏見で当事者の方を
傷つけることがないよう、繰り返し学傷つけることがないよう、繰り返し学
習会を行っています。一部の職員がつ習会を行っています。一部の職員がつ
けているレインボーのバッジはアライけているレインボーのバッジはアライ
バッジと言って、LGBTQ+の人々バッジと言って、LGBTQ+の人々

の支援者、理解者、味方を示します。の支援者、理解者、味方を示します。
外来などの窓口にはレインボーのフラ外来などの窓口にはレインボーのフラ
ッグ、アライフラッグも掲げていまッグ、アライフラッグも掲げていま
す。また小児科では女の子ならちゃす。また小児科では女の子ならちゃ
ん、男の子はくんと呼ぶのが当たり前ん、男の子はくんと呼ぶのが当たり前
でしたが、割り当てられた性がしっくでしたが、割り当てられた性がしっく
りこない患者さんも安心できるようりこない患者さんも安心できるよう
“○○さん ”と統一しました。また採“○○さん ”と統一しました。また採
血後に貼る止血シールも青と赤と色で血後に貼る止血シールも青と赤と色で
分けていたものを性別に関係なく使用分けていたものを性別に関係なく使用
できるよう統一の色の止血シールへ変できるよう統一の色の止血シールへ変
更しました。その他精神科外来、健診更しました。その他精神科外来、健診
科、産婦人科外来、小児科外来では名科、産婦人科外来、小児科外来では名
前で呼ばれることに対し苦痛に感じる前で呼ばれることに対し苦痛に感じる
方もいらっしゃる（相談を受ける）こ方もいらっしゃる（相談を受ける）こ
ともあり、番号での呼出しを開始しまともあり、番号での呼出しを開始しま
した。他にも事務職員の制服はスカーした。他にも事務職員の制服はスカー
ト一択でしたが、私服も可能となり、ト一択でしたが、私服も可能となり、
自分らしい装いができるようになりま自分らしい装いができるようになりま
した。これらの活動が評価され、弘前した。これらの活動が評価され、弘前
市LGBTQフレンドリー企業に登録市LGBTQフレンドリー企業に登録
されました。今後もLGBTQ＋を含されました。今後もLGBTQ＋を含
む全ての人が安心して受診できる、働む全ての人が安心して受診できる、働
ける医療機関を目指して活動を続けてける医療機関を目指して活動を続けて
いきます。いきます。
（健生病院SOGIESCプロジェクト委員会）（健生病院SOGIESCプロジェクト委員会）

　

病
弱
な
ど
に
よ
り
緊
急
通

報
を
必
要
と
す
る
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
属
す
る
世
帯

な
ど
に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
貸
し
出
す
制
度
で
す
。

　

利
用
者
が
緊
急
通
報
ボ
タ

ン
を
押
す
と
、
受
信
セ
ン

タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
有
資
格

者
）
が
対
応
し
、
状
況
に
応

じ
て
、
市
内
の
提
携
業
者
へ

の
安
否
確
認
依
頼
や
、
親
族

へ
の
連
絡
、
消
防
署
へ
の
出

動
要
請
を
行
な
い
ま
す
。

　

固
定
電
話
回
線
が
な
く
て

も
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
者

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
…
単

身
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
世
帯
員
の
就
労
な
ど
に

よ
り
緊
急
通
報
を
必
要
と
す

る
世
帯

②
障
が
い
者
世
帯

サ
ー
ビ
ス
内
容

①
緊
急
時
対
応
…
救
急
車
な

ど
の
出
動
要
請
を
行
な
い
ま
す
。

②
健
康
・
介
護
に
関
す
る
相

談
…
医
療
・
介
護
・
福
祉
な

ど
の
有
資
格
者
が
24
時
間
３

６
５
日
対
応
し
ま
す
。

③
訪
問
電
話
・
お
伺
い
コ
ー

ル
…
月
１
回
電
話
を
し
て
、

健
康
状
態
や
生
活
状
態
を
伺

い
ま
す
。

利
用
料
金
（
１
ヵ
月
）

①
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税
…
１
０
０
０
円
（
税
込
み

１
１
０
０
円
）

②
課
税
者
が
い
る
世
帯
…
１

５
０
０
円
（
税
込
み
１
６
５

０
円
）

③
生
活
保
護
世
帯
…
無
料

※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
弘
前
市
役
所
介
護
福
祉
課

高
齢
福
祉
係　

☎
40
－
７
１

１
４

※
平
川
市
（
緊
急
通
報
装
置

貸
与
事
業
）
に
も
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
平

川
市
の
場
合
、
固
定
電
話
の

回
線
に
安
心
電
話
を
設
置

し
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
装
置
と

セ
ッ
ト
で
貸
与
し
、
貸
与
に

要
す
る
費
用
は
無
料
（
電

話
・
電
気
料
は
利
用
者
負

担
）
で
す
。

※
そ
の
他
の
自
治
体
で
は
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

場
合
に
は
制
度
を
作
る
よ
う

要
請
す
る
運
動
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
弘
前
市
の
介
護
保
険
を
良

く
す
る
会　
代
表
幹
事
‥

�

木
村　
宗
一
郎
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ソジエスクとは、LGBTQ+を含む
全ての人の属性、誰もがもつ性のあり
かたのことです。
「性的指向（Sexual Orientation）」
「性自認（Gender Identity）」
「性表現（Gender Expression）」
「身体的性（Sex Characteristics）」
の４つの要素を組み合わせた言葉です。

※本記事は2025年9月750号「医師か
らの紙ヒコーキ宮澤千裕医師」の記事
を引用しています。

＊
ご
存
じ
で
す
か
？
❻ 

介
護
サ
ポ
ー
ト
事
業

健生 “健生 “SS
ソ ジ エ ス クソ ジ エ ス ク

OGIESCOGIESC”” のの取り組み取り組み

　私は東京で生まれ育ち、大
学受験をきっかけに弘前へ出
てきました。はじめての一人
暮らしがとても楽しく、大学
生時代は県内を自転車であち
こち走り回りました。

　作家司馬遼太郎は青森を
「北のまほろば」と称しまし
た。まほろばとは、「住みや
すい場所」、「楽園」、「理想郷」
という意味をもちます。

　青森県には縄文時代の遺跡
がいくつもあり「北海道・北
東北の縄文遺跡群」として世
界遺産に登録されています。
狩猟、採集、漁労を基盤とし
た定住生活で発展し、１万年
以上にわたり続いたと言われ
ています。北海道、秋田、岩
手にも同様の文化圏が存在
し、交流、交易も行われてい
ました。青森の三内丸山遺跡
はその拠点の中心にあったと
もいわれており、まさに「北
のまほろば」でした。

　その後縄文後期に寒冷化が
進み、木の実の採れる広葉樹
林が減少したことで、人口も
減少していきます。そして、
稲作による安定した食料供給
へと変化していきました。弥
生時代以降は日本の中心は北
九州、近畿地方になっていき、
江戸時代まで北東北の人々は
歴史の教科書に蝦夷として時
おり登場する程度だったと記
憶しています。江戸時代中期

に津軽藩は新田開発を進め、
稲作中心の体制を築きました
が、冷害や飢饉が起こり、多
数の餓死者を出したそうで
す。司馬遼太郎は著書「北の
まほろば」の中で、他作物へ
目を向けず、米偏執の政策を
とったことに起因していると
指摘しています。米以外の作
物に目を向けていれば、被害
はここまで大きくならなかっ
たかもしれません。

　これは我々や患者様にも当
てはまることだと最近気が付
きました。私は現在回復期リ
ハビリテーションで働いてい
ますが、リハビリテーション
のゴールがどこにあるかは患
者様それぞれです。復職する
こと、家で生活すること、家
事をこなすこと、このように
ゴールは患者様の数だけあり
ました。もちろん大勢の人に
当てはまる標準的な治療をす
ることはとても重要で不可欠
なものだと思います。大きな
流れを取り入れつつ、さらに
そのうえで個々人の心地いい
生活とは何か模索する必要が
あるのではないかという思い
に至りました。これから私は
リハビリテーション科医とし
て、個々人の目指すゴールに
安全に、柔軟に対応していけ
るよう、必要な知識をつけな
がら、邁進していきたいと考
えています。そして患者様の
なかの「まほろば」を実現す
るお手伝いができれば幸いです。

「まほろば」
健生病院　リハビリテーション科　島

しま

　貴
たか　こ

子

㉒㉒
  

弘
前
弘
前
市市
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
　  

▲健生サポートセンターの▲健生サポートセンターの
フラッグフラッグ
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こ
の
１
年
間
、
内
科
的
疾

患
に
対
応
し
た
食
事
を
提
供

し
な
が
ら
、
低
栄
養
や
嚥
下

障
害
な
ど
様
々
な
症
例
に
立

ち
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
栄

養
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
で

む
せ
な
く
食
事
を
摂
れ
る
よ

う
に
な
り
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常

生
活
動
作
）
が
向
上
し
、
自

宅
や
施
設
に
退
院
し
た
患
者

が
多
く
存
在
し
ま
す
。

　
様
々
な
精
神
疾
患
を
抱
え

た
ケ
ー
ス
の
ほ
か
に
認
知
症

も
多
く
、
そ
れ
ら
に
共
通
す

る
の
は
低
体
重
ま
た
は
過
体

重
、
低
栄
養
、
嚥
下
障
害
、

　
健
生
病
院
の
研
修
医
は
、

研
修
の
一
環
で
定
期
的
に
班

会
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
日
頃
我
々
研
修
医
が
班

会
活
動
に
参
加
し
て
、
何
を

感
じ
、
何
を
学
び
得
る
こ
と

が
で
き
た
か
、
組
合
員
の
皆

様
に
ご
報
告
で
き
れ
ば
と
考

え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
班
会
活
動
へ

の
参
加
を
踏
ま
え
て
、
私
か

ら
他
の
研
修
医
に
対
し
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
質
問
を

行
い
、
班
会
活
動
で
印
象
に

残
っ
た
こ
と
や
参
加
し
て
み

て
の
感
想
、
ま
た
学
び
得
た

こ
と
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ス

ラ
イ
ド
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
研
修
医
の
感
想
と
し
て
多

く
を
占
め
て
い
た
の
が
「
あ

た
た
か
い
雰
囲
気
で
あ
る
」

と
い
っ
た
内
容
で
あ
り
、
各

班
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る

結
果
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

は
社
交
の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
班
会
が
機
能
し

て
い
る
点
に
着
目
し
て
い
る

感
想
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
に
混

ぜ
て
も
ら
う
こ
と
の
楽
し
さ

を
実
感
す
る
と
い
う
よ
う
な

感
想
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
学

び
得
た
こ
と
と
し
て
は
、
各

回
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
学
習

す
る
こ
と
で
研
修
医
の
勉
強

に
も
な
る
と
い
っ
た
意
見
や
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

摂
食
障
害
、
そ
れ
に
加
え
内

科
的
疾
患
保
有
も
多
い
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
精
神

症
状
が
治
ま
れ
ば
３
ヵ
月
を

期
限
に
退
院
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
栄
養
状
態
が
改
善
し

な
い
ま
ま
退
院
し
た
患
者
は

再
入
院
を
繰
り
返
す
負
の
サ

イ
ク
ル
と
な
り
ま
す
。
栄
養

と
全
身
状
態
、
精
神
状
態
は

リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。
栄
養

状
態
の
改

善
は
身

体
・
精
神

両
面
を
改

善
す
る
こ

と
で
あ
り
、
早
期
の
社
会
復

帰
ま
た
は
地
域
生
活
へ
の
順

応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
藤
代
健
生
病
院
で
は
２
０

２
４
年
12
月
か
ら
「
Ｎ
Ｓ
Ｔ

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）」

を
立
ち
上
げ
、
多
職
種
連
携

で
様
々
な
栄
養
課
題
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。「
Ｎ
Ｓ
Ｔ

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）」

と
は
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤

師
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴

覚
士
・
歯
科
衛
生
士
・
管
理

栄
養
士
な
ど
の
多
職
種
で
構

成
し
た
チ
ー
ム
が
患
者
さ
ん

の
栄
養
状
態
を
評
価
・
改
善

し
、
治
療
効
果
向
上
や
合
併

症
予
防
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
向
上
を
目
指
す
チ
ー
ム

医
療
で
す
。

　
黒
石
診
療
所
で
は
外
来
診

療
、
訪
問
診
療
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
と
し
て
、
月
に
訪
問
診

療
管
理
件
数
１
４
０
件
前

後
、
訪
問
診
療
延
べ
患
者
数

４
０
０
人
前
後
（
定
期
訪
問

診
療
月
２
回
、
臨
時
往
診
対

応
）
で
す
。
終
末
期
に
至
り

外
来
通
院
か
ら
在
宅
医
療
・

在
宅
看
取
り
へ
移
行
す
る
患

者
も
多
い
で
す
。
今
回
、
高

齢
・
独
居
・
終
末
期
患
者
の

「
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た

い
」
そ
の
思
い
に
寄
り
添
い

た
い
の
で
す
が
、
状
態
悪
化

に
伴
う
せ
ん
妄
の
出
現
な
ど

安
全
確
保
の
問
題
、
社
会
的

資
源
の
活
用
の
限
界
な
ど

「
自
宅
で
死
ぬ
こ
と
」
の
困

難
さ
を
感
じ
た
関
わ
り
を
報

告
し
ま
す
。

　
Ａ
氏　
89
歳　
女
性　
独

居
。
高
血
圧
・
脂
質
異
常
な

ど
で
診
療
所
に
通
院
中
に
胃

カ
メ
ラ
で
十
二
指
腸
癌
と
診

断
さ
れ
た
が
侵
襲
的
手
術
は

希
望
せ
ず
、「
自
宅
で
最
期

の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
よ
う
な
意
見
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
地
域
に
出

向
く
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
住

民
の
暮
ら
し
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
、
地
域
に
寄
り
添

う
医
療
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う

よ
う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
班
員
の
皆
様

の
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の
お

か
げ
で
楽
し
い
活
動
に
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
地
域
医
療
の

実
践
に
関
わ
る
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
他
の
研
修
病
院
で
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
研
修
内
容
で

す
が
、
班
会
活
動
に
参
加
し

地
域
住
民
と
交
流
す
る
こ
と

で
地
域
に
寄
り
添
え
る
よ
う

な
医
師
の
素
養
を
鍛
え
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
楽
し
く
交
流
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
素
敵
な
機

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

を
迎
え
た
い
」
と
希
望
。

　
6
年
後
、
胃
痛
が
出
現
し

麻
薬
を
使
用
。
本
人
希
望
に

て
余
命
6
ヵ
月
と
告
知
。
病

院
入
院
を
経
て
自
宅
へ
退

院
。
退
院
後
、
訪
問
診
療
に

切
り
替
え
ま
し
た
。
内
服
が

困
難
と
な
り
麻
薬
を
注
射
で

開
始
し
苦
痛
緩
和
を
し
て
い

ま
し
た
。
あ
る
日
、
夜
間
せ

ん
妄
に
て
自
宅
で
全
裸
で
寝

て
お
り
、
麻
薬
の
点
滴

チ
ュ
ー
ブ
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
午

後
ベ
ッ
ド
上
で
衣
類
に
着
火

し
、
親
戚
に
発
見
さ
れ
消
防

に
通
報
。
本
人
・
近
隣
の
安

全
確
保
の
た
め
入
院
し
、
退

院
後
、
施
設
へ
入
居
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
自
宅
で
死
に
た
い
」
と

い
う
希
望
に
対
し
、
早
期
よ

り
自
治
体
・
訪
問
看
護
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
生
活
を
支

援
し
ま
し
た
。
苦
痛
緩
和
に

努
め
ま
し
た
が
、
病
状
が
進

行
し
せ
ん
妄
状
態
と
な
り
放

火
し
ま
し
た
。
独
居
の
場
合

8
面
の
「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し

て
も
一
人
と
な
る
時
間
が
必

ず
存
在
し
ま
す
。
そ
の
隙
間

時
間
に
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
を
本
人
・
周
囲

も
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
火
事
な
ど
の
事

故
に
関
し
て
は
事
前
に
対
策

し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

す
。
危
険
で
あ
る
た
め
在
宅

看
取
り
は
し
な
い
と
い
う
選

択
で
は
な
く
、
で
き
る
限
り

リ
ス
ク
を
回
避
し
、
安
心
・

安
全
な
在
宅
看
取
り
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
高
齢
・
独
居
・
在
宅
看
取

り
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

が
あ
る
た
め
多
職
種
連
携
と

事
前
の
対
策
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　
今
後
も
患
者
の
尊
厳
を
尊

重
し
、
患
者
に
寄
り
添
っ
た

看
護
を
実
践
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
中
支
部
か
ら
分
割
さ
れ

て
誕
生
し
た
和
徳
支
部
は
今

年
22
回
目
の
支
部
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
和
徳
支
部
誕

生
か
ら
私
が
支
部
長
を
務
め

る
長
期
独
裁
政
権
で
す
。
一

中
支
部
当
時
、
支
部
か
ら
選

出
さ
れ
、
非
常
勤
理
事
に
就

い
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
中

弘
地
区
理
事
協
と
い
う
組
織

が
あ
り
、
そ
の
枠
組
み
で

「
虹
の
フ
ェ
ス
タ
」
を
旧
健

生
病
院
正
面
玄
関
前
駐
車
場

や
、
バ
イ
パ
ス
側
駐
車
場
、

そ
し
て
現
在
は
職
員
駐
車
場

と
な
っ
て
い
る
津
軽
保
健
生

協
会
館
向
か
い
の
場
所
で
開

催
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ー
プ
あ
お

も
り
で
は
弘
前
市
民
生
協
の

時
分
か
ら
七
夕
祭
り
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、「
盆
踊

り
」
を
復
活
さ
せ
た
い
と
の

思
い
が
募
り
、
支
部
運
営
会

議
に
提
起
し
、
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
く
し
く
も
国
際
協
同
組

合
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

実
施
に
向
け
て
の
宣
伝

は
、
当
支
部
選
出
の
一
戸
理

事
が
町
会
長
を
務
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
近
隣
の
町
会
回

覧
板
に
チ
ラ
シ
を
入
れ
て
も

ら
っ
た
り
、
各
所
に
ポ
ス

タ
ー
の
掲
出
も
お
願
い
し
ま

し
た
。

　
盆
踊
り
は
長
ら
く
途
絶
え

て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
支
部

が
高
齢
者
の
集
い
の
場
と
し

て
主
管
し
て
い
る
「
サ
ロ
ン

つ
く
し
」
に
講
師
を
招
い
て

３
回
練
習
を
行
な
い
ま
し

た
。
コ
ー
プ
あ
お
も
り
で

は
、
綿
あ
め
や
く
じ
引
き
の

ほ
か
、
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥

な
ど
の
販
売
、
フ
ァ
ル
マ
で

は
、
薬
局
で
し
か
買
え
な
い

お
菓
子
の
販
売
と
お
く
す
り

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
和
徳
支
部

で
は
研
修
医
の
支
援
を
受
け

て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
、
そ
し

て
津
軽
保
健
で
は
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
他
な
ど
を
企
画
し
ま
し

た
。
ま
た
近
く
の
す
み
れ
保

育
園
児
に
よ
る
流
し
踊
り
と

ね
ぷ
た
運
行
を
行
な
っ
て
も

ら
い
、
大
盛
況
の
う
ち
に
祭

り
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
駐
車
場
問
題
な
ど
見
逃
せ

な
い
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

最
終
の
実
行
委
員
会
で
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
地
域

丸
ご
と
健
康
づ
く
り
」
を
活

か
し
、
く
じ
け
な
い
運
営
を

目
ざ
そ
う
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
10
日
、
弘
前
市
の
中
央
公
民
館
岩
木
館
で
、
教

育
委
員
会
主
催
の
発
表
会
が
80
人
の
参
加
で
開
催
。
９

組
の
組
合
員
・
職
員
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
様
々

な
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
、「
他
支
部
と
の
交
流
会
は
思
い

も
つ
か
な
か
っ
た
。
私
た
ち
の
方
で
も
こ
れ
か
ら
や
り
た

い
と
思
う
」、「
独
居
の
自
宅
で
死
を
迎
え
る
こ
と
の
難

し
さ
を
を
知
っ
た
。
そ
れ
で
も
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、

何
と
か
叶
え
よ
う
と
す
る
職
員
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
」
な

ど
、
参
加
者
一
同
の
学
び
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
成
支
部
で
は
、
地
元
の

大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
場
所

の
提
供
を
断
る
ケ
ー
ス
が
増

え
た
の
で
、
一
昨
年
か
ら
ま

ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
会

場
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
状

況
で
し
た
。

　
昨
年
度
は
弘
前
駅
構
内
に

あ
る
『
津
軽
ラ
ウ
ン
ジ
』
を

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
場
所
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
利
用
客
を

対
象
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
ま
し
た
。
駅
の
利
用
客
が

多
い
た
め
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の

件
数
も
多
く
、
健
康
相
談
も

多
く
の
利
用
客
に
実
施
で

き
、
成
功
で
し
た
。
し
か
し

今
年
度
は
担
当
者
と
の
連
絡

が
つ
か
ず
、
諦
め
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
国
際
協
同
組
合

年
。『
つ
な
が
り
』
が
テ
ー

マ
な
の
で
若
い
世
代
と
の
つ

な
が
り
を
求
め
る
機
会
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
講
演
会

な
ど
で
つ
な
が
り
が
あ
っ
た

柴
田
学
園
大
学
の
学
園
祭
、

「
神
無
月
祭
」
に
無
料
健
康

チ
ェ
ッ
ク
で
出
展
が
決
定
。

前
日
準
備
で
も
学
園
側
の
手

厚
い
協
力
が
得
ら
れ
ま
し

た
。当
日
は
、学
生
、教
員
、

一
般
来
場
者
が
予
想
を
上
回

る
状
況
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に

来
場
し
ま
し
た
。
血
圧
、
血

管
年
齢
、肺
活
量
、骨
密
度
、

ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
測
定
に
学
生

が
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
、

結
果
的
に
１
０
０
名
が
来
場

し
て
、
柴
田
学
園
大
学
か
ら

も
好
評
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で

し
た
。

　
次
年
度
も
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
な
が
ら
、
つ
な
が
り

の
輪
を
広
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
成
支
部

柴
田
学
園
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク

支
部
長　
◎
森
岡　
陽
子

健
生
黒
石

診
療
所　

自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い

看
護
師　
◎
宮
本　
亜
希

藤
代　
　

健
生
病
院

精
神
科
病
院
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト

～
Ａ
Ｄ
Ｌ（
日
常
生
活
動
作
の
向
上
）～

栄
養
科　
管
理
栄
養
士　
◎
町
田　
環

木
造
新
田

支
部　
　

楽
し
か
っ
た
支
部
交
流
会
の
取
り
組
み

支
部
長　
◎
山
口　
久

和
徳
支
部

他
団
体
と
一
緒
に
取
り
組
ん
だ

み
ん
な
の
夏
ま
つ
り
２
０
２
５

支
部
長　
◎
髙
松　
利
昌

健
生
病
院

研
修
医
が
班
会
に
参
加
し
て
み
て

医
局　
研
修
医　
◎
千
曳　
晨
太松館班に参加松館班に参加

会場風景会場風景

栄養サポートチーム栄養サポートチーム
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健
生
病
院
で
受
け
入
れ
て

い
る
年
間
３
０
０
０
件
ほ
ど

の
救
急
患
者
さ
ん
の
多
く
は

高
齢
者
で
す
。

　
高
齢
な
入
院
患
者
さ
ん
は

い
く
つ
も
病
気
が
あ
っ
た

り
、「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）」

状
態
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

治
療
終
了
後
に
体
力
低
下
や

物
忘
れ
な
ど
で
、
生
活
機
能

が
低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
八
戸
三
社
大
祭
」
を
一

度
現
地
で
見
て
み
た
い
な
あ

と
思
い
な
が
ら
も
、「
八
戸

は
遠
い
か
ら
無
理
だ
…
」
と

諦
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

見
た
い
気
持
ち
は
消
え
ず
、

軽
い
気
持
ち
で
運
営
会
議
に

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
賛
成
の

声
が
あ
が
り
、
夏
の
支
部
レ

ク
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
６
月
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス
に

記
事
を
載
せ
参
加
者
を
募
っ

た
ら
、
申
し
込
み
が
殺
到

し
、
６
月
18
日
の
締
め
切
り

時
点
で
84
人
（
バ
ス
３
台
、

満
席
）
と
な
り
ま
し
た
。
人

数
が
増
え
た
の
は
嬉
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
同
時
に
心
配

ご
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
の
大
集
団
な
の
で
、

　
そ
こ
で
、
健
生
病
院
で
は

２
０
２
４
年
10
月
よ
り
「
地

域
包
括
医
療
病
棟
（
28

床
）」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
入
院
治
療
と
と
も
に
、
多

く
の
専
門
職
（
医
師
、
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
理
学
・

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、

管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

が
連
携
し
て
、「
治
し
・
支

え
る
病
棟
」
で
す
。

　
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
栄
養
・
口

腔
」
の
状
態
に
合
わ
せ

て
、
各
専
門
職
が
関
わ

り
支
え
ま
す
。

　
理
学
・
作
業
療
法
士

は
、
基
本
動
作
（
起
き

る
・
立
つ
・
歩
く
な

ど
）
や
日
常
生
活
動
作

（
ト
イ
レ
・
着
替
え
・

入
浴
な
ど
）
を
確
認

し
、
自
ら
動
け
そ
う
な

方
は
運
動
や
動
作
練

習
、
状
態
が
悪
い
方
は

手
足
を
動
か
し
、
体
の

向
き
を
変
え
る
な
ど
の

苦
痛
緩
和
を
図
り
ま
す
。

　
言
語
聴
覚
士
は
、
飲

み
込
む
力
を
確
認
し
、

飲
み
込
み
練
習
や
食
物

〇
熱
中
症
に
な
ら
な
い
か　

〇
全
員
ち
ゃ
ん
と
お
昼
ご
飯

を
食
べ
ら
れ
る
か　
〇
ト
イ

レ
や
移
動
は
大
丈
夫
か
な
ど

で
す
。

　
そ
こ
で
、「
１
．
ト
イ
レ

や
移
動
の
時
間
は
し
っ
か
り

と
る
」、「
２
．
八
食
セ
ン

タ
ー
と
観
覧
以
外
の
こ
と
は

し
な
い
（
他
の
場
所
の
見
学

は
し
な
い
）」
の
２
点
を
運

営
会
議
で
確
認
し
あ
い
ま

し
た
。

　
８
月
１
日
、
晴
天
の
下
に

支
部
レ
ク
は
決
行
。
観
覧
席

へ
の
徒
歩
移
動
中
、
歩
く
の

が
辛
そ
う
な
参
加
者
が
１
人

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は

お
昼
も
自
由
に
し
っ
か
り
食

べ
る
事
が
で
き
、
神
輿
や
山

車
が
練
り
歩
く
姿
に
迫
力
を

体
感
。
熱
中
症
に
な
る
人
も

な
く
大
い
に
楽
し
ん
で
一
日

が
終
わ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

と
て
も
元
気
で
、「
来
て
良

か
っ
た
！
」
と
い
う
声
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。

　
今
回
の
支
部
レ
ク
に
は
、

新
し
く
組
合
員
に
加
入
し
た

人
が
12
人
も
い
ま
し
た
（
当

日
の
参
加
者
は
82
人
）。

　
無
事
に
終
わ
っ
て
本
当
に

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
中
支
部
か
ら
分
割
さ
れ

て
誕
生
し
た
和
徳
支
部
は
今

年
22
回
目
の
支
部
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
和
徳
支
部
誕

生
か
ら
私
が
支
部
長
を
務
め

る
長
期
独
裁
政
権
で
す
。
一

中
支
部
当
時
、
支
部
か
ら
選

出
さ
れ
、
非
常
勤
理
事
に
就

い
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
中

弘
地
区
理
事
協
と
い
う
組
織

が
あ
り
、
そ
の
枠
組
み
で

「
虹
の
フ
ェ
ス
タ
」
を
旧
健

生
病
院
正
面
玄
関
前
駐
車
場

や
、
バ
イ
パ
ス
側
駐
車
場
、

そ
し
て
現
在
は
職
員
駐
車
場

と
な
っ
て
い
る
津
軽
保
健
生

協
会
館
向
か
い
の
場
所
で
開

催
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ー
プ
あ
お

も
り
で
は
弘
前
市
民
生
協
の

時
分
か
ら
七
夕
祭
り
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、「
盆
踊

り
」
を
復
活
さ
せ
た
い
と
の

思
い
が
募
り
、
支
部
運
営
会

議
に
提
起
し
、
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
く
し
く
も
国
際
協
同
組

合
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

実
施
に
向
け
て
の
宣
伝

は
、
当
支
部
選
出
の
一
戸
理

事
が
町
会
長
を
務
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
近
隣
の
町
会
回

覧
板
に
チ
ラ
シ
を
入
れ
て
も

ら
っ
た
り
、
各
所
に
ポ
ス

タ
ー
の
掲
出
も
お
願
い
し
ま

し
た
。

　
盆
踊
り
は
長
ら
く
途
絶
え

て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
支
部

が
高
齢
者
の
集
い
の
場
と
し

て
主
管
し
て
い
る
「
サ
ロ
ン

つ
く
し
」
に
講
師
を
招
い
て

３
回
練
習
を
行
な
い
ま
し

た
。
コ
ー
プ
あ
お
も
り
で

は
、
綿
あ
め
や
く
じ
引
き
の

ほ
か
、
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥

な
ど
の
販
売
、
フ
ァ
ル
マ
で

は
、
薬
局
で
し
か
買
え
な
い

お
菓
子
の
販
売
と
お
く
す
り

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
和
徳
支
部

で
は
研
修
医
の
支
援
を
受
け

て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
、
そ
し

て
津
軽
保
健
で
は
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
他
な
ど
を
企
画
し
ま
し

た
。
ま
た
近
く
の
す
み
れ
保

育
園
児
に
よ
る
流
し
踊
り
と

ね
ぷ
た
運
行
を
行
な
っ
て
も

ら
い
、
大
盛
況
の
う
ち
に
祭

り
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
駐
車
場
問
題
な
ど
見
逃
せ

な
い
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

最
終
の
実
行
委
員
会
で
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
地
域

丸
ご
と
健
康
づ
く
り
」
を
活

か
し
、
く
じ
け
な
い
運
営
を

目
ざ
そ
う
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
ま
ち
の
ご
利
用
条
件

は
、
弘
前
市
在
住
の
方
、
要

介
護
１
～
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
で
す
。
ど
の
よ
う

な
施
設
な
の
か
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
た
ま
ち
を
ご
利
用

検
討
し
て
い
る
方
や
、
地
域

を
支
え
る
組
合
員
の
方
々
に

も
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
看
多
機

4

4

4

が
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か

を
よ
り
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
看
多
機
の
役
割
は
可
能
な

限
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
で

す
。
又
、
医
療
依
存
度
が
高

い
方
で
あ
っ
て
も
ご
本
人
、

ご
家
族
様
の
意
思
を
尊
重
し

な
が
ら
医
療
・
介
護
の
専
門

家
が
安
全
・
安
心
な
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く

最
後
ま
で
提
供
し
ま
す
。

　
昨
今
話
題
と
な
っ
て
い
る

介
護
分
野
で
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
効
率
化
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
状
況
に
始
ま
り
、
今

年
度
は
、
た
ま
ち
で
も
食
事

提
供
や
人
員
の
変
更
な
ど

様
々
な
変
化
が
あ
る
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
変
化
の
中
で

も
日
々
気
付
き
が
生
ま
れ
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

や
水
分
を
む
せ
ず
に
摂
れ
る

調
整
を
し
ま
す
。

　
歯
科
衛
生
士
は
、
歯
や
口

の
中
を
確
認
し
、
口
の
中
を

き
れ
い
に
し
た
り
、
歯
の
治

療
や
入
れ
歯
の
調
整
な
ど
が

必
要
な
場
合
は
地
域
の
歯
科

医
に
依
頼
し
ま
す
。

　
管
理
栄
養
士
は
入
院
時
点

で
の
栄
養
状
態
を
確
認
し

て
、
言
語
聴
覚
士
と
連
携
し

て
食
事
内
容
・
量
を
調
整

し
、
必
要
に
応
じ
て
栄
養
指

導
を
行
い
ま
す
。

　
ご
本
人
・
ご
家
族
の
要
望

に
沿
っ
て
退
院
で
き
る
よ

う
、
入
院
直
後
か
ら
「
退
院

支
援
」
の
取
り
組
み
で
支
え

ま
す
。

　

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
退
院
支
援
看
護
師

は
、
入
院
前
よ
り
も
介
護
が

必
要
そ
う
な
場
合
は
、
介
護

保
険
の
申
し
込
み
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
と
連
携
し

て
、
退
院
先
や
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
調
整
も
検
討
し

ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
多
職
種
協

同
の
取
り
組
み
で
、
健
生
病

院
の
５
階
南
病
棟
で
は
地
域

の
高
齢
救
急
患
者
さ
ん
を

「
治
し
・
支
え
る
（
地
域
包

括
医
療
）
病
棟
」
と
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
大
成
支
部
で
は
、
地
元
の

大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
場
所

の
提
供
を
断
る
ケ
ー
ス
が
増

え
た
の
で
、
一
昨
年
か
ら
ま

ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
会

場
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
状

況
で
し
た
。

　
昨
年
度
は
弘
前
駅
構
内
に

あ
る
『
津
軽
ラ
ウ
ン
ジ
』
を

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
場
所
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
利
用
客
を

対
象
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
ま
し
た
。
駅
の
利
用
客
が

多
い
た
め
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の

件
数
も
多
く
、
健
康
相
談
も

多
く
の
利
用
客
に
実
施
で

き
、
成
功
で
し
た
。
し
か
し

今
年
度
は
担
当
者
と
の
連
絡

が
つ
か
ず
、
諦
め
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
国
際
協
同
組
合

年
。『
つ
な
が
り
』
が
テ
ー

マ
な
の
で
若
い
世
代
と
の
つ

な
が
り
を
求
め
る
機
会
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
講
演
会

な
ど
で
つ
な
が
り
が
あ
っ
た

柴
田
学
園
大
学
の
学
園
祭
、

「
神
無
月
祭
」
に
無
料
健
康

チ
ェ
ッ
ク
で
出
展
が
決
定
。

前
日
準
備
で
も
学
園
側
の
手

厚
い
協
力
が
得
ら
れ
ま
し

た
。当
日
は
、学
生
、教
員
、

一
般
来
場
者
が
予
想
を
上
回

る
状
況
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に

来
場
し
ま
し
た
。
血
圧
、
血

管
年
齢
、肺
活
量
、骨
密
度
、

ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
測
定
に
学
生

が
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
、

結
果
的
に
１
０
０
名
が
来
場

し
て
、
柴
田
学
園
大
学
か
ら

も
好
評
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で

し
た
。

　
次
年
度
も
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
な
が
ら
、
つ
な
が
り

の
輪
を
広
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

黒
石
支
部

ど
き
ど
き
、
八
戸
三
社
大
祭

担
当
理
事　
◎
阿
部　
陽
子
、
須
藤　
優
子

健
生
病
院

地
域
包
括
医
療
病
棟

　
　
　
　
　

―
治
し
・
支
え
る
病
棟
―　　　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　
理
学
療
法
士　
◎
熊
野　
洋
平

ナ
ー
シ
ン
グ

ホ
ー
ム

た
ま
ち

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
た
ま
ち

虹
・
た
ま
ち
支
部　
介
護
福
祉
士　
主
任　
◎
佐
々
木
明
仁
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日　時：１日目・３月６日（金）9：30 ～ 15：30
　　　　２日目・３月７日（土）9：00 ～ 12：00
場　所：津軽保健生協会館２F ホール
参加費：550円（再受講者でテキスト持参の方は無料）
持ち物：筆記用具、昼食の用意は各自でお願いします。

昼食は２階ホールを使用できます。

お申し込み、お問い合わせ先　　組織部 (0172-35-8933)

　自分の健康はもちろん、家族や地
域の方の健康づくりをサポートする
方法を一緒に学んでみましょう。多
数のご参加をお待ちしております。

１日目…尿チェック(ウロ・ソルト) 、目のチェッ
ク、骨密度測定、貧血チェック、乳がんチェック、
血圧測定と体脂肪測定、血管年齢測定、体組成測
定、健康づくり活動の紹介
２日目…味噌汁塩分チェック、お口の健康につい
て、便潜血チェック、握力測定、足指力測定、フッ
トプリントの紹介、生活習慣病について、フレイ
ルについて、８つの生活習慣と２つの健康指標

講 座 内 容

応
募
方
法

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

　
「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、「
日
頃
の

想
い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
」
を
ご
記
入

下
さ
い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
ご
家
族
の
方
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
３
月
13
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　

〒
０
３
６

－

８
０
４
５

　

弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　

津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

第
753
号
（
１
／
１
付
）
パ
ズ
ル

の
正
解
「
フ
ユ
シ
ョ
ウ
グ
ン
＝

冬
将
軍
」

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
20
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）�

大
久
保
悦
子

�

葛
西
智
恵
子

�

倉
坪　

芳
子

�

澤
田　

頼
子

�

佐
々
木
洋
子

�

鈴
木　
　

晃

對
馬　

肇
子

（
青　

森　

市
）�

天
内
美
菜
子

�

成
田　

ヒ
サ

（
黒　

石　

市
）�

成
田　

竹
生

（
平　

川　

市
）�

阿
部
ゆ
う
子

�

古
川　
　

進

（
つ
が
る
市
）�

須
藤　

和
江

（
五
所
川
原
市
）�

磯
野
恵
季
子

（
藤　

崎　

町
）�

横
山　

啓
子

（
鶴　

田　

町
）�

対
馬　

陽
子

（
板　

柳　

町
）�

佐
々
木
和
香
子

�

三
上　
　

薫

（
中　

泊　

町
）�

加
藤　

則
子

（
深　

浦　

町
）�

岩
谷　

拓
士

《ヒント》（５文字）
年度末に

学校ごとに発行

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

２

―
勘
定
。

―
飯

３
顔
の
一
部
で
ゲ
ジ
ゲ
ジ

に
似
る
こ
と
も

４

―
の
い
い
場
所
で
は

も
う
草
の
芽
が
…
…

５
今
日
が
だ
め
で
も

―

が
あ
る
さ
？

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

１
人
事

―
。
勤
務
や
地

位
が
変
り
ま
す

４
簡
単
に
言
え
ば
、
た
と
え

５
い
な
り
ず
し
や
き
つ
ね

う
ど
ん
に
使
わ
れ
ま
す

８
〝
頭
隠
し
て

―
隠
さ

ず
〟

９
九
分

―
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん

  子どもたちをリラックスさせて  

　私たちは職場使命にある「地域のニーズ
に応え、小児医療全般に関する予防・治
療・在宅医療の視点をもって患児・保護者
のケア」を実践しています。
当院小児科外来は、新生児から思春期、
成人期以降に至るまで、幅広い年齢の子ど
もと家族を支える医療を提供しています。
発熱や咳、鼻水、腹痛などの急な体調不良
はもちろん、喘息やアレルギー、便秘など

の慢性的な疾患にも継続
して対応し、成長段階に
応じた丁寧な診察を心が
けています。予防接種や
乳児健診、育児相談など
も行い、病気の予防と早
期発見を通して安心して
子育てができる地域づく
りをサポートしていま
す。子どもが怖がらない
よう、外来の中は季節ご
との飾り付けや、好きな
キャラクターの飾り付け
をしたり、熱帯魚の水槽
を見ながら吸入などできるように配置した
りと待ち時間もなるべくリラックスして過
ごせるよう工夫しています。

  どんな小さな心配事でもご相談を  

発達に不安のある子どもへの支援にも力
を入れています。「言葉がなかなか出ない」
「落ち着きがない」「集団生活が心配」など、

保護者の気持ちに寄り添いながら、
医師・看護師・心理士、言語聴覚
士・運動療法士など多職種が協働
し、子ども一人一人に合った支援
を一緒に考えていきます。
子どもの成長や健康について、

「これって大丈夫かな？」「相談し
ていいのかな？」と思うどんな小
さな心配事でも、どうぞお気軽に
ご相談ください。「どうしてこの症

状が出るのか」「お家で何に気をつけたら
いいのか」など、わかりやすい説明で対応
いたします。
これからも地域に根ざした小児科とし
て、安心できる医療を提供してまいります。

  病棟と外来の連携  

小児科は縦割りの強みを活かし、外来と
病棟互いに支援体制をとっており、毎週木
曜日には、「小児科カンファレス」を病棟
で行い、外来と病棟の情報を共有しチーム
医療を展開しています。
医師・看護師・スタッフ一同、子ども
達・保護者の小さな不安や痛みに寄り添い
ながら心と身体の回復をサポートします。

（健生病院　小児科外来
� 主任補佐　岩谷　加菜子）

３/  1（日） 鰺ヶ沢支部鰺ヶ沢支部 活動者交流集会●舞戸公民館
３/  7（土） 板 柳 支 部板 柳 支 部 活動者交流集会●じょっぱり温泉じょっぱり温泉
３/13（金） 四中りんご支部四中りんご支部 活動者交流集会●さるか荘さるか荘
３/15（日） 深浦岩崎支部深浦岩崎支部 活動者交流集会●深浦観光ホテル
３/19（木） 黒 石 支 部 活動者交流集会●スポカルイン黒石
３/22（日） 南石川支部南石川支部 支部総会●やすらぎ温泉

健康づくり講座健康づくり講座

参加者大募集！参加者大募集！

♥♥健康づくり委員会・中央連絡会主催健康づくり委員会・中央連絡会主催♥♥

　２月６日、（株）トヨタレンタリース
青森様より車椅子３台をご寄贈いた
だきました。社員やご家族によるア
ルミ缶・プルタブ回収活動の収益に
よるものです。温かい善意に深く感
謝し、患者さんや利用者さんのため
に大切に活用させていただきます。

小児科外来のドクターと看護スタッフ小児科外来のドクターと看護スタッフ

かわいい壁面かわいい壁面熱帯魚が楽しい熱帯魚が楽しい

車椅子3台の寄贈
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＜材料18cm のタルト型１台分＞
冷凍パイシート（20×10cm）
２枚　菜の花1/2束　玉ねぎ
1/2個　コーン缶（粒）50g　
ハーフベーコン４枚（30g）　
塩・こしょう適量　オリーブ油
小さじ１　
Ａ（全卵１個　生クリーム50
㎖）　オリーブ油小さじ１（タ
ルト型に塗る用）　卵黄１個　
ピザ用チーズ30g

菜の花は抗酸化作用のあるビタミン類が豊富です。
季節の変わり目の免疫力アップに、おすすめレシピを紹介します。

☆献立紹介…
健生病院管理栄養士

中山　知織

１切れ（８等分）　エネルギー　169kcal　塩分　0.6g

菜の花のキッシュ

＜作り方＞
❶オーブンは220℃に予熱する。パ
イシートは常温に出して解凍する。
❷沸騰したお湯に塩（分量外）を入
れ菜の花をさっと茹で水気を十分に
きり、根元の硬い部分を切り落とし
て１～２㎝の長さに切る。玉ねぎは
薄くスライスする。ベーコンは１㎝
幅に切る。全卵、卵黄はそれぞれ溶
いておく。
❸熱したフライパンにオリーブ油を
敷き、玉ねぎとベーコンを炒める。
玉ねぎがしんなりしたら菜の花、コー
ン缶を加えてさっと炒め、塩・こしょ

うで味を整え火を止める。粗熱が取
れたらＡを加え混ぜ合わせる。
❹パイシートの長辺を１cm 位重ねて
置き、タルト型より少し大きめに麺
棒で伸ばす。オリーブ油をタルト型
に塗り、パイシートを敷きつめ、全
体をフォークで刺し、穴をあける。
❺パイシートに卵黄を塗り③を流し
入れピザ用チーズをのせオーブンで
20～25分焼く。竹串で刺し、何もつ
いてこなければ完成。
※卵液が固まっていない時は、５分ず
つ追加で焼き様子をみる。表面が焦
げそうな時はアルミホイルをかぶせる。

研
修
医
座
談
会

研
修
医
座
談
会

弘
前
市　

は
っ
こ　

弘
前
市　

は
っ
こ　

　

実
際
に
診
察
し
て
い
た
だ

い
た
先
生
が
記
事
掲
載
さ
れ

て
い
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
高
い
志
で
患
者
や
地
域

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
成
長

し
て
い
く
の
を
頼
も
し
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

丁
寧
な
診
察
で
、
症
状
も
軽

快
し
て
助
か
り
ま
し
た
。
頼

れ
る
医
師
目
指
し
て
頑
張
っ

て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

春
か
ら
は
…

春
か
ら
は
…

弘
前
市　

抹
茶
ラ
テ

弘
前
市　

抹
茶
ラ
テ

　

早
い
も
の
で
健

生
で
産
ま
れ
た
孫

が
、
春
か
ら
中
学

生
で
す
。
身
長
も

追
い
越
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
元

気
で
が
ん
ば
れ
～
。

骨
折
は
ふ
せ
げ
る

骨
折
は
ふ
せ
げ
る

青
森
市　

太
田　

節
子

青
森
市　

太
田　

節
子

　

今
、
骨
密
度
を

上
げ
る
注
射
と
薬

で
治
療
し
て
い
ま

す
が
、
食
事
か
ら

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
の
摂
取
に

は
、
益
々
気
合
い

を
入
れ
て
取
り
入

れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
雪
道
で
は
な

か
な
か
歩
け
ま
せ

ん
が
、
春
に
は
お

日
様
を
浴
び
な
が

ら
歩
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

健
康
リ
ス
ク

健
康
リ
ス
ク

五
所
川
原
市　

ひ
つ
じ
さ
ん　

五
所
川
原
市　

ひ
つ
じ
さ
ん　

　

年
末
年
始
、
色
々
食
べ
て

は
録
画
し
た
テ
レ
ビ
を
見
続

け
、
ほ
と
ん
ど
座
り
っ
ぱ
な

し
。
座
っ
て
ば
か
り
だ
と
健

康
リ
ス
ク
や
死
亡
リ
ス
ク
が

上
昇
す
る
と
分
か
っ
て
い
て

も
つ
い
忘
れ
る
の
で
、
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
「
30
分
か
ら
１

時
間
に
１
回
立
ち
上
が
っ
て

動
く
！
」
と
大
き
な
文
字
の

メ
モ
を
置
い
た
。

「
健
康
」
の
１
面
か
ら

「
健
康
」
の
１
面
か
ら

弘
前
市　

相
馬　

昭
子　

弘
前
市　

相
馬　

昭
子　

　

免
許
の
更
新
の
ハ
ガ
キ
が

来
ま
し
た
。
高
齢
の
事
も
あ

り
思
い
留
め
て
い
ま
し
た

が
、「
健
康
」
の
１
面
に
、

朝
日
が
こ
う
こ
う
と
射
し
て

２
頭
の
馬
が
元
気
に
走
っ
て

い
く
姿
の
絵
を
見
て
感
動
と

勇
気
を
も
ら
い
、
私
も
頑
張

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

１
面
の
馬
の
絵

１
面
の
馬
の
絵

黒
石
市　

黒
猫　

黒
石
市　

黒
猫　

　

１
面
に
の
っ
て

い
る
馬
の
絵
は
良

い
絵
だ
と
思
い
ま

す
。
上
か
ら
光
が

差
し
て
何
と
も
言

え
な
い
良
い
絵
だ

と
思
い
ま
す
。
こ

の
絵
の
よ
う
に

２
０
２
６
年
が
良

い
年
に
な
る
事
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

母
親
業
ひ
と
回
り

母
親
業
ひ
と
回
り

弘
前
市　

ハ
リ
ー　

弘
前
市　

ハ
リ
ー　

　

今
年
の
干
支
は

午
。
小
５
の
一
人

息
子
は
今
年
、
年

男
。「
わ
た
し
の
母

親
業
も
ひ
と
回
り

し
た
ん
だ
な
ぁ
」

と
感
慨
深
く
思
っ

た
正
月
で
し
た
。

も
う
来
る
な
ぁ
！

も
う
来
る
な
ぁ
！

弘
前
市　

ポ
コ　

弘
前
市　

ポ
コ　

　

お
正
月
、
娘
の

孫
４
姉
妹
が
泊
り

が
け
で
遊
び
に
来

ま
し
た
。
最
初
は

可
愛
い
の
で
す
が
、

あ
ま
り
に
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
の
で
、
も
う

来
る
な
ぁ
と
叫
ん
で
し
ま

い
、
そ
ん
な
自
分
に
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
参
考
に

い
ろ
い
ろ
と
参
考
に

弘
前
市　

花
田
恵
美
子　

弘
前
市　

花
田
恵
美
子　

　
「
健
康
パ
ズ
ル
」
は
脳
ト

レ
に
最
適
で
す
！

　
「
読
者
サ
ロ
ン
」
を
読
ん

で
、
ウ
ン
ウ
ン
と
い
つ
も
感

じ
ま
す
。
健
康
に
い
ろ
い
ろ

と
参
考
に
な
り
ま
す
。

研
修
医
、期
待
し
ま
す

研
修
医
、期
待
し
ま
す

弘
前
市　

内
藤　

雅
江　

弘
前
市　

内
藤　

雅
江　

　

研
修
医
の
方
々
の
思
い
の

中
に
「
健
生
病
院
で
良
か
っ

た 

」
と
い
う
こ
と
あ
り
。

こ
れ
は
院
長
は
じ
め
、
医

師
、
看
護
師
さ
ん
方
の
育
て

る
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
っ

て
こ
そ
と
思
い
ま
し
た
。
患

者
の
一
人
と
し
て
も
大
変
嬉

し
い
こ
と
で
す
。

新
年
号
を
見
て

新
年
号
を
見
て

弘
前
市　

松
山　

良
子　

弘
前
市　

松
山　

良
子　

　
「
健
生
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
診
療
案
内
」
は
取
り
置

き
し
て
利
用
し
ま
す
。「
未

来
へ
」
の
馬
の
絵
は　

素
敵

で
す
。

子
ど
も
の
成
長

子
ど
も
の
成
長

平
川
市　

と
ま
と
ち
ゃ
ん　

平
川
市　

と
ま
と
ち
ゃ
ん　

　

新
年
、
長
男
が
小
３
、
長

女
が
小
１
、
次
男
が
３
歳
に

な
り
ま
す
。
頑
張
れ
る
事
も

多
く
な
り
、
た
く
さ
ん
の
言

葉
を
覚
え
、
会
話
で
き
る
内

容
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
毎

年
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
で
す
。

い
た
わ
る
気
持

い
た
わ
る
気
持

黒
石
市　

佐
藤　

清
敏　

黒
石
市　

佐
藤　

清
敏　

　

訪
問
診
療
、
看
護
、
入
浴

な
ど
（
98
歳
）
が
利
用
し
て

お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
年

寄
を
い
た
わ
る
気
持
が
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
元
気
に

ま
す
ま
す
元
気
に

黒
石
市　

さ
っ
ち
ゃ
ん　

黒
石
市　

さ
っ
ち
ゃ
ん　

　

新
年
に
入
り
、
骨
密
度
の

測
定
を
し
ま
し
た
。
１
年
前

に
比
べ
て
数
値
が
大
幅
に
改

善
し
、
う
れ
し
い
限
り
で

す
。「
骨
折
は
ふ
せ
げ
る
」

③
食
事
療
法
を
読
ん
で
、
ま

す
ま
す
頑
張
り
ま
す
。

活
力
が
湧
く

活
力
が
湧
く

板
柳
町　

佐
々
木
も
ね
こ　

板
柳
町　

佐
々
木
も
ね
こ　

　

毎
号
楽
し
く
拝
見
し
て
お

り
ま
す
。
健
康
パ
ズ
ル
は
モ

チ
ロ
ン
、
楽
し
い
お
料
理

も
!!　

体
に
も
脳
に
も
活
力

湧
き
ま
す
!!

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す

弘
前
市　

後
期
高
齢
者　

弘
前
市　

後
期
高
齢
者　

　

健
康
新
聞
の
手
配
り
し
な

が
ら
、
脳
ト
レ
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。

増
資
に
協
力

増
資
に
協
力

弘
前
市　

中
澤　

キ
ヨ　

弘
前
市　

中
澤　

キ
ヨ　

　

院
長
の
診
療
報
酬
引
き
上

げ
の
記
事
、
非
常
に
興
味
深

く
読
み
ま
し
た
。
経
営
が
な

り
た
た
な
く
病
院
が
つ
ぶ
れ

た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
し
ま

す
。
だ
か
ら
増
資
に
は
協
力

し
て
い
ま
す
。「
健
康
」
は

勉
強
に
な
る
な
あ
、
い
つ
も

待
っ
て
る
よ
。

救
急
外
来
受
け
入
れ

救
急
外
来
受
け
入
れ

弘
前
市　

チ
コ
ち
ゃ
ん　

弘
前
市　

チ
コ
ち
ゃ
ん　

　

可
愛
い
め
ご
こ
（
孫
）
が

高
熱
で
熱
性
痙
攣
を
起
こ

し
、
救
急
外
来
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
幸
い
、
次
の

日
に
は
症
状
が
落
ち
着
い

て
、
家
族
共
々
安
心
し
ま
し

た
が
、
今
ま
で
こ
の
よ
う
な

経
験
も
無
か
っ
た
の
で
本
当

に
焦
り
ま
し
た
。
市
内
で

は
、
救
急
受
け
入
れ
病
院
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

救
急
で
病
院
に
掛
か
れ
る
あ

り
が
た
さ
を
再
認
識
し
た
次

第
で
す
。

日
頃
の
想
い

日
頃
の
想
い

弘
前
市　

五
十
嵐
正
幸　

弘
前
市　

五
十
嵐
正
幸　

　

毎
日
雪
か
き
作
業
。
冬
道

安
全
運
転
で
無
理
し
な
い

で
。「
す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ

ル
」
見
る
と
元
気
が
出
る
。

冬
将
軍
到
来

冬
将
軍
到
来

五
所
川
原
市　

て
っ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば　

五
所
川
原
市　

て
っ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば　

　

年
末
・
年
始
に
か
け
て
、

東
京
か
ら
小
３
の
孫
が
雪
遊

び
を
し
た
く
て
遊
び
に
来
ま

し
た
。雪
合
戦
、雪
だ
る
ま
、

か
ま
く
ら
作
り
、
ソ
リ
す
べ

り
と
大
満
足
の
よ
う
で
し

た
。「
冬
は
青
森
で
暮
ら
し

た
い
！
」
と
言
っ
て
帰
っ
て

行
き
ま
し
た
。「
君
は
青
森

の
冬
の
厳
し
さ
を
知
ら
な
い

ネ
！
」

石岡　隼
は や と

和ちゃん
元気に大きく育ってね！

木村　陽
は る き

葵ちゃん
元気に生まれて来てくれ
てありがとう！大好き♡

田澤　蓮
れ ん と

翔ちゃん
うまれてきてくれてありがとう！
お姉ちゃんとたくさん遊ぼう！

中村　颯
そ う ま

真ちゃん
うまれてきてくれてあり
がとう だいすきだよ♡

伊勢　凪
な ぎ と

翔ちゃん
元気にうまれてきてくれてあ
りがとう！だーいすきだよ♡

竹下　依
い お り

央理ちゃん
うまれてきてくれてありが
とう。元気に育ってね☆　

坂本　朱
じ ゅ り

織ちゃん
元気に大きく育ってね !!

松本　音
ね お

央ちゃん
生まれてきてくれてあり

がとう♡兄・姉と仲良く！

三上　叶
か な と

翔ちゃん
うまれてきてくれてありがとう♡

元気に育ってね！

水木　凛
り く

空ちゃん
いつもニコニコ笑顔でね。

葛西　梛
な ぎ

葵ちゃん
うまれてきてくれてありが
とう！すくすく育ってね！
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木
造
新
田
支
部
は
こ
こ
数

年
高
齢
化
が
著
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
活
動
が

徐
々
に
衰
退
し
、「
こ
の
ま

ま
で
は
新
た
な
人
材
が
集
ま

ら
な
い
」
と
運
営
委
員
が
危

機
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
運
営
会
議
で
「
昔

は
支
部
同
士
の
交
流
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
て
楽
し
か
っ

た
」と
の
声
が
上
が
り
、「
楽

し
い
企
画
に
は
自
然
と
人
が

集
ま
る
」
と
い
う
他
支
部
の

経
験
を
参
考
に
、
以
前
交
流

が
あ
っ
た
岩
木
支
部
に
協
力

を
お
願
い
し
、
岩
木
支
部
も

快
く
承
諾
し
て
く
れ
て
、
早

速
「
ボ
ッ
チ
ャ
・
輪
投
げ
大

会
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
藤
代
健
生
病
院

デ
イ
ケ
ア
と
社
会
福
祉
法

人
花
の
利
用
者
・
職
員
も

参
加
し
、
51
名
の
参
加
者

で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ボ
ッ

チ
ャ
も
輪

投
げ
も
皆

童
心
に

帰
っ
た
か

の
よ
う
に

楽
し
み
、

上
位
に
は

賞
品
も
贈

呈
さ
れ
ま

し
た
。
木

造
へ
帰
る

バ
ス
の
中

で
も
、「
楽

し
か
っ
た
ー
！
」「
ま
た
や

り
た
い
ね
♪
」
と
の
声
が
多

く
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
２
月
７
日
に
は
２
回
目
の

岩
木
支
部
と
の
交
流
企
画
を

予
定
し
ま
し
た
。
他
支
部
と

の
交
流
は
刺
激
に
な
り
、
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
他
支
部
と
の
交
流
は

継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
支
部
長　
山
口　
久
）

津軽保健生協では青森民医連のもとで「医学生奨
学金制度」を設けています。この制度は健生病院を
はじめとする青森民医連の医師を増やし育てるため
の一助となっています。
医学生が経済的な心配をすることなく学業に専念
できるよう応援するのはもちろんですが、大学のな
かだけの学びではなく地域や社会にある問題を学ぶ
機会も用意しています。病院での実習、医療生協班
会への参加、医師を講師とした学習会など定期的に
医学生（奨学生）を対象におこなっています。
昨年、班会に参加した医学生からは「地域のなか
での健康活動に初めて参加した」「医療生協が想像

以上に地域のなかで大切な存在になっていると感じ
た」「組合員さんから期待の言葉がいくつも出され
て嬉しかった」といった感想が寄せられています。
学生時代から患者・組合員と関わることが、地域
に求められる医療とは何かを考えるきっかけになっ
ています。
皆さんの周りに医学生や医師を目指す高校生がい
らっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。地域医
療の担い手づくりをともに進めていきましょう。
※青森民医連では他に看護学生・薬学生のための
奨学金制度も設けております。

青森民医連（原　圭輔）

地域医療地域医療のの担い手のための担い手のための    奨学金制度奨学金制度

健
康
ま
つ
り　
�９
／
７

木
造
新
田
＋
岩
木
支
部

12
／
３

楽
し
か
っ
た
支
部
同
士
の
交
流�

～
岩
木
・
木
造
新
田
交
流
企
画
ボ
ッ
チ
ャ
・
輪
投
げ
大
会
～


